研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院     　　職　種　臨床心理技術者　　氏　名　小嶋　彩香

	期　　間　　平成26年9月13日～9月14日

	出張目的　　SST　ステップ・バイ・ステップ（ベラック）方式講習会への参加　　　　

	出 張 先　　林野会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

　本研修は1日半の研修であったが、研修の9割はロールプレイ等の実践的な内容であり、学んだ事が頭に入ったというよりは、研修内容を“体で体験し、体が覚えてきた”という感じである。

　SSTと言えば、認知行動療法の1つであり、リバーマンが普及させた基本訓練モデルが主流である。基本訓練モデルは、非常に構造化されたものであるとされ、対象者のニーズをセッション中に拾い上げ、セッションを展開、そして般化のためにロールプレイを繰り返し、正のフィードバックをしていく･･･というのが基本の流れであり、当院でもこの基本訓練モデルに則ってSSTが展開されている。ステップ・バイ・ステップ方式（以下ベラック方式）は、ベラックによって広められたものであり、基本訓練モデルと同様に構造化されているが、獲得するスキルがステップに分かれており、より構造化されている。基本訓練モデルとの大きな違いは、対象者が練習したいスキルを扱うのではなく、“今の皆さん（対象者）にはこんなスキルが必要”という形でやや強制的にスキル獲得のためのSSTを展開できる点であると感じた。基本訓練モデルは、その場で扱うテーマが決められる為、リーダー、コリーダーの技量がかなり問われると言える。この基本訓練モデルを使いこなすには、常にセッションし続けるグループを持つことや、そのセッションの向上のために勉強し続けていくことが欠かせない。また、グループの力動を見ることの出来る視点も必要であると思われ、基本訓練モデルの効果的な実践には実はかなりの技量が必要であると言える。しかし、ベラック方式は、展開する内容を事前にリーダー、コリーダーが話し合って決める事が出来、より構造化されていることから手順どおりに進めることで、対象者がスキルを獲得するための練習を自然に行うことが出来、その点が基本訓練モデルより扱い易いメリットであると感じた。

　デイケアの配属となった場合は別だが、当院の心理士は実際にSSTを行なうことはなく、現在はSSTのセッションの内容や評価、今月の目標などが書かれた記録用紙のチェックと言う形でSSTに携わっている。記録を見る限り、当院で行なわれるSSTは、“SSTではない？”と感じていた。その理由としては、記録上でSSTの目標が看護計画と連動していないこと、既に出来ていることが目標として掲げられていること、本人のニーズが見えてこない点が挙げられる。しかし、これは基本訓練モデルを用い、対象者のニーズを上手く引き出すことが出来ていない技術的な問題があること、対象者のニーズと治療者側の“獲得してもらいたい”スキルとの間に『ズレ』が生じていることが関係しているのではないかと思われる。例えば、患者様が「退院したい」と目標を持っているとする。各種アセスメントによって、挨拶など基本的な対人スキルは有しているが、困った時に誰にも相談せずに問題を抱えてしまい、病状を悪化させる危険性があるといった問題点が抽出されたとする。治療者側としては、『困った時は周りの人に相談する』というスキルを身につけてもらいたいと考えるが、患者様本人は退院して地域で生活するためにはそのスキルが必要とは考えていないため、SSTでも扱って欲しいテーマとしては挙がってこないという事態が起ったとする。こうした場合、基本訓練モデルでは患者様から挙がっていないこのテーマを扱うことは出来ないが、ベラック方式では「今日は“困った時は周りの人に相談する”というスキルを獲得してもらうためのSSTを行います」という形で展開することが出来る。こうすることで、同じような問題を抱える患者様とともにスキル獲得の練習をする事が出来る。このようなSSTを展開することで、看護計画とSSTを連動することが可能であり、看護計画の目標とSSTの目標が相互に関係し合い、より治療的・支援的なアプローチが可能になると思われる。看護計画が本人のニーズを反映してある事が前提だが、SSTを行うことが、本人のニーズも叶えることが可能になるのではないかと思われる。入院している患者様が地域で生活していく事が出来る可能性を広げるために、また、デイケア等地域で暮らす患者様が、再発せずより快適に人とともに暮らしていく事が出来るように、今後ベラック方式を取り入れて行きたいと考える。まずは、そのための伝達講習を実施していくことから始め、ベラック方式のメリットや面白さを伝えていきたい。

【1日目　13：00～17：00】

Ⅰ．テキストを用いた講義

1. 研修の目的について説明

SST（Social Skills Training）は病気や障害によって対人技能の獲得や活用に困難がある人に対して広く活用されている。精神疾患を抱える人たちは、コミュニケーションスキルが乏しい人が多く、スキルの獲得やスキルを活用するためにSSTが用いられている。日本におけるSSTは、リバーマンによって広められた基本訓練モデルが主流となっているが、本研修では、ベラックによって紹介されているステップ・バイ・ステップ方式の技法を獲得することを目的とする。

※リバーマンは集団精神療法的であり、相互間のやりとり等の力動を見る。しかし、ベラックが集団精神療法的ではなく、より訓練的なSSTを実施する。

2. SSTについて

· Social Skills Trainingの頭文字
· Social Skillとは、社会のルールに合い、社会的に容認できる対人場面での行動を指す
· これらの行動を学び、生活の中に定着すことを目的に行なわれる
※現在は、知的障害、発達障害、子供にもSSTが用いられることがある。
3. 生活技能（コミュニケーションスキル）の特徴

· 社会的有能性は、反応技能の組合せに基づく

→例：自己紹介をする･･･相手を見る+適切な声の大きさ+話す、といったように学習によって獲得された技能の組合せによって対人行動が成り立っている

· これらの技能は、学習されたものか、学習可能なもの

· 社会的機能不全が起こるのは以下の場合
1 必要な行動が行動レパートリーに無い

2 必要な行動が適切なタイミングで行なわれない

3 その人が社会的に不適切な行動を取る（何が不適切なのか分からない場合もある）

4. 対人的行動の実行に影響する因子

1 精神症状

2 動機付け因子（目標、成功や失敗の予期）

3 感情状態（不安、抑うつ）

4 環境要因（努力に対する強化の欠如、資源不足、社会的孤立）

5 神経生物学的要因（認知機能障害、陰性症状、薬剤の副作用）

※上記因子は特に統合失調症の対人行動に影響を及ぼしていると考えられている。

5. 認知機能障害

· 認知機能･･･辞書的には「情報を知覚、処理、操作し、それに対して反応する機能」

1 朝起きてから夜寝るまでの間、スムーズに日常生活を送ることが出来るように働く脳の機能

2 具体的には、注意、記憶、実行に関する機能が上手く働かないとされる

※統合失調症の人が「人ごみがイヤ」というのは、注意機能に関係している事が考えられ、雑音と聞きたい人の声を分けることが難しいことも1つの理由として挙げられる。

3 対人場面においては、社会的認知が上手く働かない事が強く影響しているとされる

※認知機能障害は、統合失調症の陽性症状とは関係ない事が多く、服薬によって症状が落ち着いても、認知機能障害は残ってしまう事が多い。

6. 生活技能を構成する要素

1 送信行動･･･言葉の内容、言語随伴的な特徴、非言語的行動

2 受信行動（状況を見極めること）･･･関連する手がかりへ注意を向け意味を理解すること、感情の認知

3 相互作用的な行動･･･反応のタイミング、社会的強化の使用、交互のやり取り

4 状況因子･･･社会的知能

※対象者へSSTを実施する前には、その人の送信行動、受信行動等が機能しているのかどうかについて把握しておくことが大切である。

7. 理論的背景について～社会的学習理論～

· 5つの原則

1 モデリング･･･モデルの観察を通じて行動を学習

2 強化･･･行動の実行可能性を高めるために行動に対して好ましい結果を与える。「正の強化」、「負の強化」（=それをすることで嫌な事が減る）

3 行動形成･･･望まれる目標へ向けて、ステップを踏んでいくこと

4 過剰学習･･･自然と技能が活用できるまで繰り返し練習をすること

5 般化･･･獲得された技能が、様々な場面で活用できること

8. SST（ステップ・バイ・ステップ方式）の進め方

1 技能を学ぶ意義の明確化

2 技能のステップについての話し合い

3 ロールプレイを用いて技能をモデリングし、参加者とともに振り返る

4 グループの参加者に同じ場面でロールプレイしてもらう

5 正のフィードバックをする

6 修正のフィードバックをする

7 同じ場面でその人にもう一度ロールプレイをしてもらう

8 さらにフィードバックをする

9 4～8の手順に従って、他の参加者もロールプレイし、正のフィードバックをする

10 宿題を設定する
※ステップ・バイ・ステップ方式は、進め方が詳細に構造化されているのが特徴であり、7で示した社会的学習理論が盛り込まれている。
9. ステップ・バイ・ステップの特徴とメリット

· セッションで獲得する技能は、グループメンバーにとって共通して必要であるものをグループ全体で獲得していく

· 社会的学習理論に基づいて、技能の理解を深めながら進めていく
· 獲得する技能は、ステップによって分けられている
10. カリキュラムを用いてSSTを実践する

· カリキュラム（いつまでに、どのような目標で、何回で1セッションとするのか･･･等）に沿って実施、展開していく

· カリキュラムは既存のものを参考にすることも可能であり、新たなカリキュラムを作ることも可能
· ニーズに沿ったカリキュラムが作成できれば、セッションは効果的且つスムーズに展開する事が出来る
11. 既存のカリキュラム

1 4つの基本的な技能･･･嬉しい気持ちを伝える、頼みごとをする等

2 会話技能群･･･会話を始める、質問をして会話を続ける等
3 自己主張技能群･･･頼みを断る、苦情を言う、苦情に応じる等
4 対立の処理技能群･･･話し合って折り合う、ストレス状況から離れる等
5 地域生活技能群･･･自分の無くしたものを探す、自分の思い込みについて確かめる等
6 友達づきあいとデートの技能･･･褒める、デートに誘う等
7 健康維持技能群･･･電話で診察の予約をとる、薬について質問をする等
8 就労関連技能群･･･求職面接を受ける、仕事ぶりについて意見を求める等
9 アルコール、薬物乱用を避ける技能群･･･酒や薬の使用を誘われた時に別なことを提案する等
12. 新しいカリキュラムを開発する際のステップの要点

ステップ1　グループ（あるいは個別）のニーズを明確にする

ステップ2　そのニーズに取り組む技能を決める

ステップ3　その技能の為解説を考案する

ステップ4　その技能を、明確で簡潔な技能のステップに細分化する

ステップ5　その技能を指導するロールプレイ場面の例を設計する

ステップ6　SSTでその技能を試行する

ステップ7　必要であればその技能を改訂する

ステップ8　他の技能と同じ形式で新しい技能を記録し、既存のカリキュラムに付け加える

13. アセスメント、モニタリング

日常支援場面での観察や面接により実施

· 社会生活状況面接

· 社会適応機能尺度（SAFE）

· 生活技能チェックリスト

· SST目標達成評価

· LASMI、REHAB等

Ⅱ．シナリオロールプレイの体験

1. 5人組みのグループに分かれ、自己紹介

2. リーダー、コリーダー、A、B、Cの配役を決める

3. テキストに書かれたシナリオを読みながら実際に動いてみる

※配役を変え、3回繰り返す

【2日目　9：00～16：00】

Ⅰ．シナリオロールプレイの再確認

Ⅱ．セッションを作る（4人1グループ）

1 セッションで練習するスキルを決める→「助けを求める」を選択

2 スキルの意義をまとめる

→スキルを獲得すると良いこと･･･楽になる、安心する、困っていることに気付いてもらえる、困っていることを解決できるかもしれない

→スキルを獲得しないと困ること･･･上司や先輩に怒られる、イライラする、周りからの評価や信頼感が下がる、仕事がしづらくなる、積もりに積もり仕事を辞めてしまうかもしれない

3 ステップの意味を考える

→ステップ1･･･信頼できる人（先輩や上司）を選ぶ

  ステップ2･･･落ち着いてはっきり話す

  ステップ3･･･助けてほしいことを具体的に伝える

  ステップ4･･･提案してくれることを注意深く聞く

  ステップ5･･･相手の手助けに感謝を述べる

4 ロールプレイの詳細を決める（場面、やりとり）

5 弁別のロールプレイの詳細を決める

※badモデルを作る。

Ⅲ．新しいカリキュラムの開発（実践）

　事例：「ここは生活支援センターです。このところ、メンバーさん同士のトラブルが多く見受けられるようになりました。」

ステップ1･･･ニーズを明確にする

→トラブルなく一緒にセンターを使い、安心して過ごす為に学ぶためのグループ

ステップ2･･･ニーズを満たすために必要な技能を抽出し、決める

→話を聞く、言いたいことを伝える、言い方を変える、折り合いをつける、トラブルに巻き込まれないように話を聞き流す、汚い言葉は使わない、スタッフに言う、話し合いの場を設ける、ルールを決めて守ってもらう･･･等

※この中から、出来ていることやSSTで扱うには難しいと思われるスキル、獲得には難しいと思われるスキルははずす。

ステップ3･･･獲得する順番を整理

→①相手の話を聞く、②それでも納得できないような場合はスタッフに相談する、③必要であれば話し合いの場を設ける、④汚い言葉は使わずに、自分の思っていることを伝える

ステップ4･･･それぞれの技能の為の解説を考案する

→「トラブルを起こしてしまうと、センターを利用できなくなってしまう可能性があります。そうならないためにも、皆で安心してセンターが使えるようにしたいと思います。今日練習するスキルを獲得すると、相手の意見も聞け、自分の意見も伝える事が出来、トラブルになる前に解決する事が出来るかもしれません」等。

ステップ5･･･それぞれの技能を、明確で簡潔な技能のステップに細分化する

ステップ6･･･それぞれの技能を指導するロールプレイの場面の例を設計する

Ⅳ．スキルをステップに分ける（実践）

　ステップは、そのスキルの構成要素という意味で用いる。つまり、スキルのパーツであり、より細かな行動を意味する。順番どおりにステップを踏むことで、スキルが無理なく学習できるように工夫される必要がある。

　例：「会話を続ける」というスキルの場合

　→「話を始める」、「相手の話を聞く」、「相手の話に質問をする」、「自分の意見を伝える」、「相手の質問に答える」等。
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